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こどもの居場所の愛称及びロゴの決定について 

 

 

１ 趣  旨 

  本市では、家庭や学校とは異なる人間関係や環境の中で、こどもたちが安心

して安全に、仲間たちと一緒に学び、遊びができる、あるいは、一人で自由に

時間を使うことができるなど、こどもたちが主体的に過ごすことができる、 

こどもの居場所づくりを進めています。 

こうした居場所を、こどもをはじめ広く周知するため、こどもの投票により

愛称を決定しました。 

また、これらこどもの居場所が、こどもたちをはじめ市民にとって、より  

親しみやすいものとなるよう、居場所に掲示するロゴを制作しました。 

 

２ 愛  称  「こどもんち」 

＜投票概要＞ 

① 投票期間  令和6年6月20日（木）から6月30日（日） 

② 投票方法  大垣市電子申請サービスからの投票 

  ③ 対 象 者  市内小中学校の児童・生徒（11,927人） 

          （内訳）小学生：7,896人 

              中学生：4,031人 

④ 愛称候補  「こどもんち」「こども基地」「こども家（や）」 

「こどもはうす」「ほっとはうす」 

  ⑤ 投 票 数  総投票数3,370票 

          （内訳）こどもんち  1,027票、こども基地  646票 

              こども家（や）  462票、こどもはうす  782票 

              ほっとはうす  453票 

【裏面に続く】 

所 属 大垣市 こども未来部 子育て支援課 

担 当 課長：新森 主幹：箕浦 

連絡先 0584-47-7064（直通） 
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３ ロ  ゴ 

 

 

様々な立場の 5人の子ども達が輪になり、その個性をカラフルな色で表現していま

す。まんなかのハートは、安心して過ごせる居場所である事をイメージさせるデザイ

ンとなっております。 

また、文字の「ど」では、擬人化した木の幹たちが屋根を思わせる樹木を両手で支

え、明るく開放された居場所であることを表しています。 

＊デザイン制作：大垣女子短期大学デザイン美術学科・学生 

 

４ 今後の展開 

  本市では、令和6年6月1日から、こどもたちが、地域の身近な場所で、大人

たちの緩やかな見守りの中、自由にゆっくり過ごすことができる、居場所づく

りに賛同いただける市内の団体・事業者等を募集しており、これら団体・事業

者等が提供するこどもの居場所に、ロゴ看板を設置していきます。 

登録されているこどもの居場所（令和6年7月26日現在） 

・公共施設   13か所 

 

５ 参考（経過） 

  投票における愛称候補は、市こども未来部で候補として考えた18の名称※に

ついて、市内公立保育園に勤務する保育士222人に投票してもらい、上位5つを

愛称候補としました。 

  ※5つの候補以外の名称 「ほっとすぺーす」「すいとっこえりあ」 

              「がきっこ夢ひろば」「あそびば」等 

 

 

 



●「ほっとできる居場所」を募集しています

対象団体等

大垣市は地域のこどもの居場所づくりを進めるため、
居場所づくりにご協力いただける方を募集しています
まずは子育て支援課までご相談ください！

こどもたちが地域の身近な場所で、大人たちのゆるやかな見守りの中、自由に

ゆっくりと過ごす「ほっとできる居場所」をモデル的に募集します。

事業所や店舗の一部スペースなど、こどもの居場所として

こどもたちが安全・安心に過ごせる環境を確保し、提供い

ただける方

●「こどもの居場所サポーター」を募集しています

こどもの居場所活動への寄附や、ボランティアとして参加するなど、居場所づ

くりを支援していただける方を募集し、居場所づくりを行う団体等へ情報提供

することで、マッチングを促進します。

【 主な要件 】

○ 安全・安心に過ごせる場所が確保できること

○ こどもの話し相手となれる人がいること

○ 週に2日以上、こどもの居場所が提供できること

○ 子ども食堂へ野菜を寄附したい ○ ボランティアとして参加したい

○「ほっとできる居場所」に、ジュースやお菓子を提供したい

＼こんな思いを持っている方を募集しています／

市ホームページ

「ほっとできる居場所」、「こどもの居場所サポーター」

要件の詳細や登録方法はコチラ⇒



大垣市こども未来部子育て支援課

〒503-8601 大垣市丸の内2丁目29番地

TEL：0584-47-7064 FAX：0584-82-2912

MAIL：kodomo@city.ogaki.lg.jp

申請方法など、詳細は市ホームページをご覧ください

こどもの居場所づくりモデル事業補助金

こどもの居場所づくりへの
補助制度があります

【 お問い合わせ先】

①こども食堂
運営支援事業補助金

②こどもの居場所づくり
モデル事業補助金

対 象
・自治会などの地域団体

・NPO法人などの市民活動団体

・自治会などの地域団体

・NPO法人などの市民活動団体

・法人等定款・会則などを有する

団体

対象事業

市内でこども食堂を開設・運営

し、こどもたちに食事を提供す

る事業

小中学生を主な対象として、市内

でこどもたちが安全・安心に過ご

せる居場所を提供する事業

対象経費 こども食堂の運営に係る経費 こどもの居場所づくりに係る経費

補助金額
実施回数×1万円まで

（上限：20万円/年）

■施設の使用に係る経費

1回あたり5千円まで

（上限：6万円/年）

■その他の経費

実施回数×1万円まで

（上限：12万円/年）

備 考
別途、こども食堂の開設・運営

に係る備品購入補助あり

①を受けている団体が同一小学校

区で実施する場合は対象外

こども食堂運営支援事業補助金


	R06.07.29 記者発表資料№02-1 （こどもの居場所の愛称及びロゴの決定について）
	R06.07.29 記者発表資料№02-2（こどもの居場所の愛称及びロゴの決定について参考チラシ）

